
実施期間

令和７年１月１４日～１月３１日

対象職員

知事部局、各公営企業、各行政委員会

※県警本部、教育庁は除く。

調査方法

ちば電子申請サービス

※育児等による休業中の職員も対象。

調査内容

1 属性に関する質問

2 ワーク・ライフ・バランスに関する質問

3 年次休暇の取得促進に関する質問

4 時間外勤務の縮減に関する質問

5 育児休業の取得促進に関する質問

6 介護の事情に関する質問

7 不妊治療に関する質問

8 「女性職員の活躍推進」に関する質問

9 庁内保育施設に関する質問

10 子どもとの触れ合いに関する質問

11 勤務間インターバルに関する質問

12 休暇の取得状況に関する質問

13 部分休業・育児短時間勤務・子育て部分休暇の取得に関する質問

14 全体を通じての質問

参考資料

仕事と家庭の両立に関する職員アンケート

調査結果

令和７年３月

特定事業主行動計画推進委員会

このアンケート調査結果では、第２期プラン（後期）策定時（令和元年度）に実施した

アンケート調査の結果を「前回アンケート調査結果」として掲載しています。

【参考】前回アンケート調査回答者数：3,027人

男女内訳：男性1,816人、女性1,211人

部局内訳：知事部局2,192人、公営企業683人、行政委員会事務局152人



仕事と家庭の両立に関する職員アンケート 結果
属性に関する質問 回答者数 3,420

1 所属
回答数（人）

知事部局 2,743
公営企業 571
行政委員会事務局 104
回答なし 2
合計 3,420

2 勤務地
回答数（人）

本庁 1,289
出先機関 2,129
回答なし 2
合計 3,420

3 勤務形態
回答数（人）

正規職員 3,059
会計年度任用職員 357
回答なし 4
合計 3,420
※「正規職員」には

 臨時的任用職員・育休任期付職員等も含む。

4 性別
回答数（人）

男性 2,021
女性 1,382
その他 17
合計 3,420
※集計の都合で回答不明の場合は「その他」に振り分け。

5 年齢（アンケート回答時点）
回答数（人）

～29歳 488
30～39歳 900
40～49歳 750
50～59歳 863
60歳～ 417
回答なし 2
合計 3,420

知事部局
80.2%

公営企業
16.7%

行政委員会事務局 3.0% 回答なし
0.1%

本庁
37.7%

出先機関
62.2%

回答なし
0.1%

正規職員
89.5%

会計年度任用
職員
10.4%

回答なし
0.1%

男性
59.1%

女性
40.4%

その他
0.5%

～29歳
14.3%

30～39歳
26.3%

40～49歳
21.9%

50～59歳
25.2%

60歳～
12.2%

回答なし
0.1%
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6 配偶者の有無
回答数（人）

配偶者がいる 2,318
配偶者がいない 1,079
回答なし 23
合計 3,420

7 配偶者の就業状況
（回答対象：配偶者がいる職員）

回答数（人）
配偶者が常勤 1,630
配偶者が非常勤 330
配偶者が就業していない 308
その他 48
回答なし 2
回答対象者 2,318

8 子どもの有無と人数
回答数（人）

子どもはいない 1,373
１人 675
２人 1,023
３人 311
４人以上 37
回答なし 1
合計 3,420

複数選択 9 子どもの年齢（学年）
回答数（人）

３歳未満 384
３歳以上小学生未満 469
小学１年生～３年生 340
小学４年生～６年生 309
中学生 285
高校生以上 1,006
回答対象者 2,046

配偶者がいる
67.8%

配偶者がいない
31.5%

回答なし
0.7%

配偶者が常勤
70.3%

配偶者が非常勤
14.2%

配偶者が就業
していない
13.3%

その他
2.1%

回答なし
0.1%

子どもはいない
40.1%

１人
19.7%

２人
29.9%

３人
9.1%

４人以上
1.1%

回答なし
0.1%

18.8%

22.9%

16.6%

15.1%

13.9%

49.2%

３歳未満

３歳以上小学生未満

小学１年生～３年生

小学４年生～６年生

中学生

高校生以上

61.2%

89.0%

20.1%

5.7%

18.7%

5.3%

男性

女性

常勤の職

非常勤の職

就業していない

（回答者の性別）

配偶者が
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仕事と家庭の両立に関する職員アンケート 結果
ワーク・ライフ・バランスに関する質問

1 あなたの生活では、仕事と生活の調和は、どの程度実現されていますか。

21.0%

15.0%

47.8%

50.5%

58.8%

17.1%

20.0%

11.8%

12.5%

12.1%

17.6%

1.6%

2.4%

11.8%

男性

女性

その他

十分に仕事と生活の調和がとれている どちらかといえば仕事と生活の調和がとれている

どちらかといえば仕事と生活の調和がとれていない 仕事と生活の調和はとれていない

わからない

24.4%

15.4%

12.2%

16.8%

33.1%

46.7%

47.0%

47.3%

51.4%

53.2%

15.0%

20.2%

24.1%

18.1%

7.9%

12.3%

15.4%

15.2%

11.0%

3.6%

1.6%

2.0%

1.2%

2.7%

2.2%

～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０歳～

十分に仕事と生活の調和がとれている どちらかといえば仕事と生活の調和がとれている

どちらかといえば仕事と生活の調和がとれていない 仕事と生活の調和はとれていない

わからない

18.4%

17.6%

48.9%

47.9%

18.3%

17.9%

12.4%

11.9%

2.0%

4.7%

全体

前回（全体）

十分に仕事と生活の調和がとれている どちらかといえば仕事と生活の調和がとれている

どちらかといえば仕事と生活の調和がとれていない 仕事と生活の調和はとれていない

わからない

％が「十分に／どちらかといえば仕事と生活の調和がとれている」と回答

％が「十分に／どちらかといえば仕事と生活の調和がとれている」と回答

％が「十分に／どちらかといえば仕事と生活の調和がとれている」と回答
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複数選択 2 仕事と生活の調和の実現のために、大切だと思うこと（あなたが心がけていること）は何ですか。

56.2%

67.5%

48.6%

55.7%

8.7%

7.1%

59.2%

65.1%

24.5%

65.3%

7.0%

5.9%

64.7%

41.2%

29.4%

58.8%

5.9%

11.8%

57.5%

66.4%

38.8%

59.6%

8.0%

6.6%

59.8%

72.7%

38.7%

60.1%

7.3%

5.8%

年次休暇を計画的に取得する

効率よく仕事をして残業を減らす

積極的に家事や子育てをする

自分のための時間を取る

地域活動や社会貢献活動
に参加する

その他

男性 女性 その他 全体 前回（全体）

※前回選択肢
「積極的に家事や子育てに参加する」

※前回選択肢
「地域活動に参加する」
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仕事と家庭の両立に関する職員アンケート 結果
年次休暇の取得促進に関する質問

1 あなたの職場は、年次休暇を取得しやすい環境ですか。

複数選択 2 年次休暇を取得しやすくするには、どのようなことが重要だと思いますか。

29.1%

37.6%

41.9%

41.2%

18.8%

14.3%

10.2%

6.9%

前回

今回

取得しやすい どちらかといえば取得しやすい どちらかといえば取得しにくい 取得しにくい

26.4%

44.7%

33.0%

39.3%

46.0%

51.6%

35.4%

49.9%

71.7%

5.4%

5.4%

28.6%

49.9%

36.3%

44.2%

47.0%

52.5%

38.2%

52.2%

72.9%

8.0%

4.1%

個々の職員が業務の年間スケジュールを立てる

個々の職員が積極的に年次休暇を取得するよう心がける

上司が率先して取得する

上司が取得を呼びかける

自由に発言・コミュニケーションできる雰囲気を作る

課・室・班の中でスケジュールを共有し、調整する

時期による業務量の増減に配慮した弾力的な人員配置を行う

業務量の負荷を減らす

業務量に応じた適切な人員配置を行う

業務の状況に応じて、所属長等が年次休暇の取得時期を指定する

その他

今回 前回

％が「（どちらかといえば）取得しやすい」と回答

ポイント
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仕事と家庭の両立に関する職員アンケート 結果
時間外勤務の縮減に関する質問

1 あなたにとって、現在の職場での時間外勤務は多いと思いますか。

複数選択 2 時間外勤務を縮減するためには、どのようなことが重要だと思いますか。

17.3% 20.1% 27.3% 11.6% 23.7%

多い どちらかといえば多い ちょうどよい どちらかといえば少ない 少ない

37.8%

16.3%

27.5%

39.2%

24.6%

37.1%

58.7%

40.3%

72.8%

9.8%

7.8%

45.2%

23.2%

32.6%

42.5%

30.1%

46.5%

61.4%

43.7%

70.9%

5.4%

個々の職員がコスト意識を持って、
積極的に時間外勤務を減らすよう心がける

「ノー残業デー」の取組

上司が、コスト意識を持って、的確な業務指示を出す

上司が組織内及び個々人の業務上のスケジュール管理を、
職員にとって過度な負担とならないよう事務量に配慮して行う

上司が率先して帰る

時間外勤務を減らすために職場全体の雰囲気づくりを行う

職場全体で事務の簡素化、合理化を図る

時期による業務量の増減に配慮した弾力的な人員配置を行う

業務量に応じた適切な人員配置を行う

組織としての縮減目標の設定【今回新規項目】

その他

今回 前回

％が「（どちらかといえば）多い」と回答
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仕事と家庭の両立に関する職員アンケート 結果
育児休業の取得促進に関する質問

複数選択 1 育児休業制度について、知っていることを教えてください。

96.2%

67.8%

57.6%

50.7%

30.5%

27.5%

13.5%

29.3%

16.8%

10.4%

6.1%

20.4%

3.1%

97.5%

64.3%

72.1%

60.9%

19.2%

19.8%

8.5%

22.0%

9.4%

9.2%

3.8%

15.0%

1.4%

88.2%

64.7%

58.8%

29.4%

23.5%

23.5%

5.9%

29.4%

17.6%

5.9%

0.0%

17.6%

11.8%

96.7%

66.4%

63.5%

54.7%

25.9%

24.3%

11.4%

26.3%

13.8%

9.9%

5.2%

18.2%

2.5%

94.9%

59.2%

63.7%

50.4%

19.3%

20.7%

10.1%

2.7%

性別に関係なく取得できること

配偶者の就業状況に関係なく
取得できること（配偶者が専業主婦（夫）でも取得可）

３歳まで取得できること

給与は支給されないが、原則として子が１歳に達する日まで、
育児休業手当金が支給されること

取得期間が１か月以下の場合は期末・勤勉手当の支給額に影響がないこと

取得期間が１か月以上の場合は、取得時期や勤続期間の状況により、
退職手当の支給額が減る場合があること

育児休業期間の除算後、勤続期間が35年以上あり、
定年退職する場合は退職手当の支給額に影響がないこと

原則2回まで取得できること

原則2回までの取得に加え、
子の出生後８週間以内の育児休業はさらに２回まで取得できること

2030年の男性公務員の目標育児休業取得率は
「2週間以上の取得率85％」（こども家庭庁「こども未来戦略」）であること

千葉県庁職員の育児休業取得率（令和５年度実績）

互助会事業として、
５日以上連続して取得した場合には育児休業支援金が支給されること

全て知らなかった

男性 女性 その他 全体 前回（全体）

今
回
新
規
項
目
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2 育児休業を取得したことがありますか。
（回答対象：子どものいる職員） （単位：人）

複数選択 3 育児休業を取得して、良かったことは何ですか。
（回答対象：育児休業を取得したことがある職員）

80.2%

82.5%

72.6%

52.7%

30.3%

38.1%

19.0%

6.4%

2.2%

5.0%

86.7%

78.0%

65.6%

55.4%

26.5%

8.3%

4.1%

子育てに安心して取り組むことができた

子どもの成長を間近で見ることができた【今回新規選択肢】

子育ての喜びや大変さを実感した

子どもとの絆が深まった

配偶者との絆が深まった【今回新規選択肢】

一時的に仕事から離れることでリフレッシュできた

仕事の進め方を見直すきっかけとなった

スキルアップに活用することができた

特になし【今回新規選択肢】

その他

今回 前回

ある（取得中を含みます。） 903 ない 1,143
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複数選択 4 育児休業の取得を促進するためには、どのようなことが必要だと思いますか。

54.6%

49.1%

33.8%

17.3%

42.0%

73.9%

17.0%

16.9%

18.4%

7.8%

58.4%

46.3%

36.5%

20.0%

42.7%

72.5%

20.2%

19.4%

22.7%

3.9%

職場の意識改革

業務遂行体制の工夫・見直し

育児休業等の内容に関する情報提供

育児休業経験者の体験談等に関する情報提供

育児休業期間中の経済的支援の拡大

育児休業中の代替人員の迅速な配置

育児休業中の職員への職場の状況に関する情報提供

育児休業中の職員への業務に関する情報提供

職場復帰時の研修等の支援

その他

今回 前回
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5 あなたに配偶者がいて、その配偶者が出産するとしたら、育児休業を取得したいと思いますか。
（回答対象：男性職員）

6 配偶者が出産するとしたら、育児休業をどの程度の期間取得したいと思いますか。
（回答対象：男性職員で、「取得したいと考えており、実際に取得できると思う」を回答した職員）

複数選択 7 その理由を教えてください。
（回答対象：男性職員で、「取得したいが、実際には取得できないと思う」または「取得したくない、または取得する必要がない」を選択した職員）

60.8% 31.9% 7.3%

取得したいと考えており、実際に取得できると思う 取得したいが、実際には取得できないと思う 取得したくない、または取得する必要がない

1.8%

6.4% 16.8% 21.9% 37.8% 15.3%

１週間未満 １週間以上２週間未満 ２週間以上１か月未満 １か月以上３か月未満 ３か月以上１年未満 １年以上

72.4%

72.6%

15.2%

10.2%

35.5%

6.7%

13.5%

7.8%

22.4%

30.6%

3.4%

4.8%

32.0%

24.5%

36.7%

21.1%

63.1%

64.8%

13.0%

9.2%

34.8%

10.0%

17.8%

10.2%

担当業務に支障が生じると思うため

同僚の負担が増えてしまうと思うため

職場での評価・処遇に悪い影響があると思うため

自分の職業キャリアを中断することになると思うため

休業に伴う収入減により家計に影響があると思うため

配偶者等子どもの面倒を見る者が他にいるため

年次休暇や特別休暇で対応できると思うため

その他

取得したいが、実際には取得できないと思う 取得したくない、または取得する必要がない 全体

育児休業取得を希望する職員のうち、 週間以上の取得を希望する職員は ％
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8 あなたが出産したら、配偶者に育児休業をどの程度の期間取得してほしいと思いますか。
（回答対象：女性職員）

9 あなたが出産したら、配偶者に育児休業をどの程度の期間取得してほしいと思いますか。
（回答対象：女性職員で、「取得してほしいと考えており、実際に取得できると思う」を回答した職員）

複数選択 7 その理由を教えてください。

「取得してほしいが、実際には取得できないと思う」または「取得してほしくない、または取得してもらう必要がない」を選択した職員）

（回答対象：女性職員で、

44.6% 41.8% 13.6%

取得してほしいと考えており、実際に取得できると思う 取得してほしいが、実際には取得できないと思う

取得してほしくない、または取得してもらう必要がない

1.3%

6.8% 18.5% 30.5% 32.3% 10.6%

１週間未満 １週間以上２週間未満 ２週間以上１か月未満 １か月以上３か月未満 ３か月以上１年未満 １年以上

67.6%

45.0%

40.8%

18.5%

2.9%

32.0%

28.2%

5.5%

8.8%

19.1%

19.1%

35.1%

51.6%

13.8%

4.8%

13.8%

22.3%

27.7%

55.7%

38.6%

39.4%

26.6%

5.6%

25.3%

24.7%

9.7%

13.4%

配偶者の担当業務に支障が生じると思うため

配偶者の同僚の負担が増えてしまうと思うため

休業に伴う収入減により家計に影響があると思うため

自分が育児休業を取得するため

子どもの面倒を見る者が配偶者の他にいるため

配偶者の職場での評価・処遇に悪い影響があると思うため

配偶者の職業キャリアを中断することになると思うため

配偶者の年次休暇や特別休暇で対応できると思うため

その他

取得してほしいが、実際には取得できないと思う 取得してほしくない、または取得してもらう必要がない 全体

配偶者の育児休業取得を希望する職員のうち、 週間以上の取得を希望する職員は ％
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仕事と家庭の両立に関する職員アンケート 結果
介護の事情に関する質問

1 現在の介護の状況を教えてください。

複数選択 2 仕事と介護を両立するためには、どのような配慮があるとよいと思いますか。

複数選択 3 仕事と介護を両立している職員と一緒に働く際、どのような情報があると配慮しやすいと思いますか。

7.6% 13.4% 79.0%

現在、介護している 介護した経験がある（現在は介護していない） 介護した経験がない

36.5%

62.6%

49.2%

33.6%

66.6%

67.0%

0.6%

4.3%

3.5%

仕事と介護を両立した事例の提供

利用できる休暇・休業制度の周知
（リーフレットの配付など）

上司や同僚との定期的なコミュニケーション

職場や地域における相談先

働き方の見直し、調整

担当業務の見直し、調整

配慮は必要ない

わからない

その他

72.9%

32.9%

35.7%

78.7%

58.0%

57.8%

33.4%

33.0%

25.4%

25.9%

3.9%

1.4%

介護している（する予定がある）こと

介護していることの情報開示範囲

介護の度合（病名や状況など）

どの程度の休みが必要か（時期、頻度）

急な呼び出し時の対応

現在の業務に支障があるか

介護している職員の体調

自分のサポートは適切か

どのような言葉をかけたらよいか

介護に関する一般的な知識

わからない

その他

％が未経験
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仕事と家庭の両立に関する職員アンケート 結果
不妊治療に関する質問

複数選択 1 不妊治療について、知っていることを教えてください。

複数選択 2 不妊治療をしている職員と一緒に働く際、どのような情報があると配慮しやすいと思いますか。

複数選択 3 仕事と不妊治療を両立するためには、どのような配慮があるとよいと思いますか。
（回答対象：不妊治療を行ったことがある、検討したことがある、または予定している職員（任意回答））

58.2%

38.9%

31.5%

16.0%

17.5%

40.1%

19.2%

12.2%

24.3%

0.5%

「不妊」について（定義）

治療の種類や方法

保険の適用

治療期間

通院頻度や日数

不妊治療を受けていることを「職場に一切
伝えていない（伝えない予定）」とする人が一定数いること

「出生サポート休暇」（特別休暇）を取得できること

医師の診断書や「不妊治療連絡カード」があれば通院のための必要最
小限の時間が療養休暇として認められること

全く知らない

その他

45.5%

24.9%

59.6%

56.0%

42.5%

34.1%

30.7%

29.4%

13.2%

2.6%

「不妊治療を（予定）している」こと

不妊治療を受けていることの情報開示範囲

不妊治療にはどの程度の休みが必要か（時期、頻度）

現在の業務に支障があるか

不妊治療をしている職員の体調

自分のサポートは適切か

どのような言葉をかけたらよいか

治療の内容など不妊治療に関する一般的な知識

わからない

その他

57.5%

29.5%

55.2%

47.0%

23.1%

9.0%

17.1%

4.0%

不妊治療にかかる休暇制度

休暇申請手続き方法の改善

業務量のサポート

職場の上司や同僚が不妊治療に関する理解を深めること

職場での相談先

配慮不要（知られたくない）

わからない

その他
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仕事と家庭の両立に関する職員アンケート 結果
「女性職員の活躍推進」に関する質問

1 自分の将来像やキャリア形成について意識していますか。

複数選択 2 その理由を教えてください。
（回答対象：「意識していない」を回答した職員）

16.5% 48.8% 34.7%

意識している 多少意識している 意識していない

16.2%

13.9%

19.4%

8.8%

24.9%

24.4%

38.1%

18.5%

7.5%

考える機会がない

業務が多忙で考える余裕がない

希望するキャリアを形成できる期待が持てない

模範となる先輩がいない

自分がどのような仕事に適性があるかわからない
（自信がない）

一定の役職や年齢に達した

キャリアについて関心がない

現状に満足している

その他

13.7%

15.0%

13.7%

13.7%

6.7%

12.4%

14.4%

17.6%

～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０歳～

男性

女性

その他

「キャリアについて関心がない」を回答した452名の各属性における選択割合

名 回答職員総数
が選択
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3 現在よりキャリアアップしたいと思いますか。

複数選択 4 その理由を教えてください。
（回答対象：「したいと思わない」「わからない」を回答した職員）

38.0%

31.4%

27.9%

24.3%

20.6%

13.5%

11.9%

10.0%

4.6%

25.8%

23.8%

14.2%

17.2%

16.4%

9.4%

14.4%

9.1%

6.2%

23.5%

35.3%

17.6%

23.5%

17.6%

0.0%

17.6%

11.8%

11.8%

責任が重くなる

業務量が増えて忙しくなる

家庭の事情との両立に不安

業務内容が難しくなる

わからない（自信がない）

現状に満足している

一定の役職や年齢に達した

レベルアップに関心がない

その他

女性 男性 その他

39.1% 35.5% 25.4%

したいと思う したいと思わない わからない
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5 自分がキャリアアップしていくためには、何が必要だと思いますか。

複数選択 6 「女性職員の活躍推進」に向けて、どのような取組みが重要だと思いますか。

23.9%

20.0%

33.1%

32.3%

52.6%

13.9%

41.3%

46.3%

7.2%

24.5%

23.5%

41.2%

36.6%

69.4%

14.3%

5.5%

女性職員を対象とした特別研修
（マネジメント能力向上・キャリア形成支援等）の実施

女性職員の相談に乗り助言するメンター制度の導入

育児休業中の女性職員に対する情報提供や研修など職場復帰の支援

職域拡大等による女性職員への多様な職務機会の付与

育児等、女性職員の状況に配慮した人事異動

意識啓発のための研修の実施

長時間の時間外勤務の是正【今回新規項目】

多様で柔軟な働き方の選択肢の拡充【今回新規項目】

その他

今回 前回

家庭の理解・協力
8.5%

職場の理解・協力
9.0%

研修の機会
3.7%

模範となる先輩
6.2%

自分の能力を発揮できる
業務への異動
13.6%専門的な知識・技能の

習得
23.1%

心身の健康
16.6%

ワーク・ライフ・
バランスの充実

15.6%

その他
3.7%
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仕事と家庭の両立に関する職員アンケート 結果
庁内保育施設に関する質問

1 県庁内に職員向けの保育施設が設置された場合、
あなたは利用すると思いますか。（または必要だと思いますか。）
※「保育施設」は、「企業内保育所」（日常的に通う保育所）を想定。

複数選択 2 その理由を教えてください。

81.4%

61.7%

78.0%

14.5%

8.0%

5.4%

7.1%

3.0%

1.9%

1.5%

1.1%

45.4%

51.9%

56.2%

4.5%

13.2%

50.6%

38.2%

47.9%

26.5%

22.9%

22.1%

5.9%

8.4%

子どもの急病時などにすぐ迎えに行くことができる

申請できる保育施設の選択肢が増える

送迎時間が短縮される

出先機関勤務の場合は利用が困難

子どもを連れての通勤が困難

自宅近くの保育施設を利用したい

病児・夜間休日保育を利用したい

その他

「ぜひ利用したい（とても必要だと思う）」「利用したい（必要だと思う）」と回答した職員

「あまり利用しない（あまり必要だとは思わない）」「利用しない（必要ではないと思う）」と回答した職員

全体

※前回選択肢「子どもの急病時などにすぐ対応できる」

※前回選択肢
「利用できる保育施設の選択肢が増える」

26.6%

25.9%

23.5%

26.3%

20.0%

33.9%

30.8%

23.5%

32.6%

31.8%

12.0%

13.3%

11.8%

12.5%

15.2%

13.1%

16.0%

5.9%

14.2%

14.2%

14.4%

14.0%

35.3%

14.4%

18.8%

男性

女性

その他

今回

前回（全体）

ぜひ利用したい（とても必要だと思う） 利用したい（必要だと思う）

あまり利用しない（あまり必要だとは思わない） 利用しない（必要ではないと思う）

わからない

ポイント
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仕事と家庭の両立に関する職員アンケート 結果
子どもとの触れ合いに関する質問

1 現在、保育所等へ通っている子どもがいますか。 （単位：人）

2 保育所等への送迎はどのように分担していますか。
（回答対象：保育所等へ通っている子どもがいる職員）

380

205

男性

女性

保育所等へ通っている子どもがいる

18.1%

36.1%

8.4%

56.2%

52.2%

58.4%

20.8%

3.4%

30.0%

1.8%
3.4%

1.1%

3.1%

4.9%

2.1%

全体

女性

男性

保育所等への送迎は自分が担当している 保育所等への送迎は夫婦で分担している

保育所等への送迎は配偶者が担当している 保育所等への送迎は両親等にお願いしている

その他

保育所等への送迎を「自分が担当」
もしくは「夫婦で分担」を選択した割合は

男性は ％、女性は ％
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3 あなたの就業日に保育所等へ送りに行く頻度はどの程度ですか。
（回答対象：保育所等へ通っている子どもがいる職員）

複数選択 4 その理由を教えてください。
（回答対象：「基本的に自分は送りに行かない、送りに行ったことはない」を回答した職員）

42.6%

51.2%

11.3%

11.7%

20.3%

13.2%

25.8%

23.9%

男性

女性

基本的に自分が保育所等へ送りに行っている（自分は週4～5回程度迎えに行っている）

配偶者等と交代で送りに行っている（自分は週2～3回程度迎えに行っている）

時々、送りに行っている（自分は週1回程度迎えに行っている）

基本的に自分は送りに行かない、送りに行ったことはない

29.6%

58.2%

20.4%

7.1%

15.3%

16.3%

2.0%

16.3%

8.2%

42.9%

4.1%

59.2%

0.0%

0.0%

10.2%

16.3%

仕事が多忙だから

勤務先から保育所等が遠く、送りの時間に間に合わないから

配偶者の勤務先近くの保育所等に通っているから

自分は迎えを担当しているから

配偶者がパートタイム勤務だから

配偶者が育児休業取得中だから

両親等に送りに行ってもらっているから

その他

男性 女性
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5 あなたの就業日に保育所等へ迎えに行く頻度はどの程度ですか。
（回答対象：保育所等へ通っている子どもがいる職員）

複数選択 6 その理由を教えてください。
（回答対象：「基本的に自分は迎えに行かない、迎えに行ったことはない」を回答した職員）

17.1%

74.1%

12.1%

12.7%

37.4%

5.4%

33.4%

7.8%

男性

女性

基本的に自分が保育所等へ迎えに行っている（自分は週4～5回程度迎えに行っている）

配偶者等と交代で迎えに行っている（自分は週2～3回程度迎えに行っている）

時々、迎えに行っている（自分は週1回程度迎えに行っている）

基本的に自分は迎えに行かない、迎えに行ったことはない

36.2%

56.7%

13.4%

26.8%

14.2%

13.4%

3.9%

12.6%

37.5%

50.0%

0.0%

18.8%

0.0%

0.0%

56.3%

12.5%

仕事が多忙だから

勤務先から保育所等が遠く、
迎えの時間に間に合わないから

配偶者の勤務先近くの
保育所等に通っているから

自分は送りを担当しているから

配偶者がパートタイム勤務だから

配偶者が育児休業取得中だから

両親等に迎えに行ってもらっているから

その他

男性 女性

週 回以上迎えに行く職員は、
男性が ％、女性は ％
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仕事と家庭の両立に関する職員アンケート 結果
勤務間インターバルに関する質問

1 勤務間インターバルの取組について、どのように考えますか。

複数選択 2 その理由を教えてください。
（回答対象：「どちらかといえば反対」「反対」を回答した職員）

73.4%

37.7%

29.1%

22.9%

23.6%

業務量が減らないと難しい

服務管理が困難になる

始業時刻の繰り下げ等の手続きが面倒

自分のペースで業務をしたい

その他

賛成
28.8%

どちらかといえば賛成
26.0%

どちらともいえない
31.5%

どちらかといえば反対
9.2%

反対
4.5%
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仕事と家庭の両立に関する職員アンケート 結果
休暇の取得状況に関する質問

1 令和２年度～令和６年度中（アンケート回答時点）に子どもが生まれましたか。
（回答対象：子どものいる職員） （単位：人）

2 取得したことのある休暇を教えてください。
（回答対象：令和２年度～６年度中に子どもが生まれた男性職員）

3 取得しなかった（していない）理由を教えてください。
（回答対象：令和２年度～６年度中に子どもが生まれた男性職員で、対象の休暇を１つ以上取得していないと回答した職員）

389

174

男性

女性

期間中に生まれた子どもがいる

33.4%

67.1%

86.1%

64.0%

66.6%

32.9%

13.9%

36.0%

母親学級・父親学級への参加のための休暇

職員の生後満３年に達しない子の育児のための休暇

子育て休暇

配偶者の育児参加休暇

取得したことがある 取得したことがない

45.6%

31.3%

22.2%

39.3%

20.8%

32.8%

35.2%

20.7% 17.1%

16.2%

19.5%

24.1%

14.3%

17.4%

16.4%

18.5%

8.6%

母親学級・父親学級への参加のための休暇

職員の生後満３年に達しない子の育児のための休暇

子育て休暇

配偶者の育児参加休暇

この休暇を取得する必要がなかったから 年次休暇等他の制度を利用したから

育児休業を取得したから 業務上の都合等により取得できなかったから

その他

※旧名称
「男性職員の育児参加休暇」

↳「配偶者の育児参加休暇」
のみの選択肢

※旧名称
「男性職員の育児参加休暇」

【妊娠・子育て期等の特別休暇取得率の算出方法】
特別休暇を取得したことがある職員
休暇を取得する必要がなかった職員
他の休暇・休業制度を利用した職員
令和２～６年度中に子どもが生まれた職員

分子

分母
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4 取得したことのある休暇を教えてください。
（回答対象：令和２年度～６年度中に子どもが生まれた女性職員）

5 取得しなかった（していない）理由を教えてください。
（回答対象：令和２年度～６年度中に子どもが生まれた女性職員で、対象の休暇を１つ以上取得していないと回答した職員）

44.8%

68.4%

42.5%

20.1%

6.3%

77.0%

75.3%

55.2%

31.6%

57.5%

79.9%

93.7%

23.0%

24.7%

つわりその他の妊娠に伴う障害のための休暇

妊産婦の保健指導又は健康診査のための休暇

母親学級・父親学級への参加のための休暇

妊娠中の職員の通勤時における母体又は胎児の健康保持のための休暇

妊娠中の職員の休息又は補食のための休暇

職員の生後満３年に達しない子の育児のための休暇

子育て休暇

取得したことがある 取得したことがない

40.6%

21.8%

39.0%

61.9%

63.2%

27.5%

30.3%

24.0%

36.4%

15.0%

12.2%

8.6%

20.0%

20.9%

11.4%

12.7%

14.0%

10.8%

15.9%

10.0%

11.6%

24.0%

29.1%

32.0%

15.1%

12.3%

42.5%

37.2%

つわりその他の妊娠に伴う障害のための休暇

妊産婦の保健指導又は健康診査のための休暇

母親学級・父親学級への参加のための休暇

妊娠中の職員の通勤時における
母体又は胎児の健康保持のための休暇

妊娠中の職員の休息又は補食のための休暇

職員の生後満３年に達しない子の育児のための休暇

子育て休暇

この休暇を取得する必要がなかったから 年次休暇等他の制度を利用したから

業務上の都合等により取得できなかったから その他
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仕事と家庭の両立に関する職員アンケート 結果
部分休業・育児短時間勤務・子育て部分休暇の取得に関する質問

1 令和２年度～令和６年度中の取得状況を選択してください。
（回答対象：子どものいる職員） （単位：人）

2 取得しなかった（していない）理由を教えてください。
（回答対象：子どものいる職員で、対象の休暇を１つ以上取得していないと回答した職員）

7.3%

4.3%

11.8%

20.2%

20.9%

17.3%

9.6%

8.4%

6.5%

4.4%

5.5%

2.9%

10.2%

11.5%

6.3%

45.2%

46.2%

52.8%

3.1%

3.2%

2.4%

部分休業

育児短時間勤務

子育て部分休暇

この制度を知らなかったから 取得する必要がなかったから

休暇等ほかの制度を利用したから 業務上の都合等により取得できなかったから

休業取得による収入減が支障と感じたから 対象となる子どもがいなかったから

その他

116

99

73

部分休業

育児短時間勤務

子育て部分休暇

取得したことがある
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仕事と家庭の両立に関する職員アンケート 結果
全体を通じての質問

最大３つ選択 1 職員の仕事と家庭の両立を推進するには、どのようなことが重要だと思いますか。
（本質問における「家庭」には子育て以外の事情（介護や不妊治療、自己啓発など）も含みます。）

38.9%

56.2%

13.5%

5.6%

11.6%

2.0%

3.7%

5.7%

30.2%

16.2%

7.4%

33.4%

3.2%

23.0%

1.5%

13.4%

36.3%

50.4%

7.5%

8.8%

16.6%

3.0%

10.4%

4.4%

34.3%

20.8%

9.3%

39.8%

2.9%

20.3%

0.9%

9.1%

29.4%

47.1%

11.8%

0.0%

11.8%

5.9%

5.9%

11.8%

47.1%

29.4%

5.9%

29.4%

0.0%

23.5%

0.0%

17.6%

37.8%

53.8%

11.1%

6.9%

13.6%

2.5%

6.4%

5.2%

32.0%

18.1%

8.2%

36.0%

3.1%

21.9%

1.3%

11.7%

42.2%

57.6%

22.9%

17.4%

23.3%

6.1%

13.7%

20.7%

14.2%

47.2%

4.5%

24.8%

1.0%

7.7%

年次休暇の取得促進

時間外勤務の縮減

男性職員の育児休業取得促進

育児関連休暇制度の周知、取得促進

特別休暇の取得促進

女性職員の活躍推進

仕事と看護（介護）の両立に係る
相談体制の利用促進【今回新規項目】

庁内保育施設の設置

テレワークの活用

フレックスタイム制の活用【今回新規項目】

育児又は看護を行う職員の時間外勤務・深夜勤務の制限

育児等の状況に配慮した人事異動

研修等を通じた意識啓発の取組

管理職や上司の意識改革

特になし

その他

男性 女性 その他 全体 前回（全体）

※前回選択肢
「育児短時間勤務や育児部分休業の周知、取得促進」

※前回選択肢
「子育てに係る休暇制度の周知、取得促進」

※前回選択肢「テレワークの導入」
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